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製品安全データシート（ＭＳＤＳ） 

１．製品及び会社情報         

製品名        クニフォースＮＫ－Ｇ 

会社名        全国農業協同組合連合会 

担当部署       肥料農薬部 

住所         〒100-6832 東京都千代田区大手町 1-3-1 ＪＡビル 33Ｆ 

電話番号       03-6271-8285 

Fax番号       03-5218-2536 

電子メールアドレス  zz_hiyaku-gizyutsu@zennoh.or.jp 

緊急連絡電話番号   03-6271-8285 

  

 

 

 

 

 

 

 

  推奨用途       土壌改良資材 

 

２．危険有害性の要約 

  ＧＨＳ分類      

 物理化学的危険性 

 火薬類  分類対象外 

 可燃性・引火性ガス 分類対象外 

 可燃性・引火性エアゾール 分類対象外 

 支燃性・酸化性ガス  分類対象外 

 高圧ガス  分類対象外 

 引火性液体  分類対象外 

 可燃性固体  区分外 

 自己反応性化学品  分類対象外 

 自然発火性液体  分類対象外 

 自然発火性固体  区分外 

 自己発熱性化学品  区分外 

 水反応可燃性化学品  区分外 

 酸化性液体  分類対象外 

 酸化性固体  分類できない 



 有機過酸化物  分類対象外 

 金属腐食性物質  分類できない 

 

 

 

 

 人健康有害性 

 急性毒性（経口）  分類できない 

 急性毒性（経皮） 分類できない 

 急性毒性（吸入：気体） 分類対象外 

 急性毒性（吸入：蒸気）  分類対象外 

 急性毒性（吸入：粉じん）  分類できない 

 急性毒性（吸入：ミスト）  分類対象外 

 皮膚腐食性・刺激性  分類できない 

 眼に対する重篤な損傷・眼刺激性  分類できない 

 呼吸器感作性  分類できない 

 皮膚感作性  分類できない 

 生殖細胞変異原性  区分外 

 発がん性  区分１Ａ 

 生殖毒性  分類できない 

 特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露）  区分１（呼吸器系） 

 特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露）  区分１（呼吸器系、腎臓） 

 吸引性呼吸器有害性  分類できない 

 

 環境有害性 

 水生環境急性有害性  分類できない 

 水生環境慢性有害性 分類できない 

 

ラベル表示： 

 

 

 

 

 

 

 

  注意喚起語：危険 

  危険有害性情報： 

  ・粉塵を長時間吸入すると呼吸気管に傷害を起こす恐れがある。 



・発がん性の恐れがある。 

・長期または反復曝露による呼吸器系、腎臓の障害の恐れがある。 

  注意書き： 

【安全対策】 

  ・使用前に製品安全データシート（ＳＤＳ）を入手すること。 

  ・すべての安全注意を読み、理解するまで取り扱わないこと。 

  ・必要に応じて個人用保護具や換気装置を使用し、ばく露を避けること。 

  ・粉塵を吸入しないこと。 

  ・取扱い後はよく手を洗うこと。 

  【応急処置】 

  ・ばく露またはその懸念がある場合は、医師の手当、診断を受けること。 

  ・気分が悪い場合は、医師の手当、診断を受けること。 

  【保管】 

  ・粉塵の飛散、水濡れなどが起こらない場所に保管するか保護保管する。 

  【廃棄】 

  ・内容物、容器を都道府県知事の許可を受けた廃棄物処理業者に業務委託をすること。 

 

３．組成、成分情報 

  単一製品・混合物の区別       ：単一製品 

  化学名               ：ベントナイト 

  成分及び含有量           ：モンモリロナイトを主成分とし、一般に石英，クリス

トバライト，沸石，長石などを含む粘土鉱物 

化学式又は構造式          ：Si8(Al3.34Mg0.66)Na0.66O20(OH)4 

  化審法              ：非該当 

安衛法（通知対象物質）      ：シリカ(政令番号３１２) 

  ＣＡＳ Ｎｏ．          ：１３０２－７８－９ 

  ＥＩＮＥＣＳ Ｎｏ．      ：２１５－１０８－５ 

  化学物質管理促進法（ＰＲＴＲ法 ）：非該当 

 

 ４．応急措置 

  目に入った場合    ：こすらずに多量の清浄な流水で良く洗い流す（できればコンタ 

クトレンズをはずす）。炎症を生じた場合は医師の手当を受ける。 

  皮膚に付着した場合  ：付着したところや皮膚接触した部位を多量の水や石けんで十分に

洗い流す。炎症を生じた場合は医師の手当を受ける。 

  吸入した場合     ：直ちに新鮮な空気の場所に移し、安静に努める。症状が回復しな

い場合は、医師の手当を受ける。 

  飲み込んだ場合    ：清浄な水でよく口の中を洗浄し、状況に応じて医師の手当を受け

る。 

 



５．火災時の措置 

  消火方法       ：この製品自体は、燃焼しない。 

：本品は不燃性であるため、周辺火災に適した消化剤を用いる。 

             ：周辺火災の場合は、速やかに容器を安全な場所に移す。 

：局所火災の場合は、水噴霧又は適切な消火剤で初期消火する。 

             ：移動不可能な場合は、容器を破損しないように周囲に散水して冷

却する。 

：消火作業は可能な限り風上側から行う。 

：消火放水等により、環境に影響を及ぼす物質が流出しないよう 

適切な措置を行う。 

  消火剤        ：水、泡、粉末、二酸化炭素など。 

 

６．漏出時の措置 

【人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置】 

：作業に際しては、防塵マスク、保護手袋、保護眼鏡などを着用する。 

       ：水に濡れると滑り易くなるため、転倒などに注意する。 

 

  【環境に対する注意事項】 

：漏出処理作業を行う場合、飛散させないように掃き集め、又は掃除機などで吸

引して空容器に回収する。 

：湿らせてもよい場合は、粉塵を防ぐために湿らせてから回収する。 

       ：回収した後は、漏洩した場所は水で十分に洗い流す。 

：漏出した製品や洗浄した排水が河川や沼などに排出され、環境へ影響を与え

ることのないように注意する。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

 【取扱い】  ：吸入や接触を防止するため適切な保護具（防じんマスク、保護手袋、保護眼鏡

など）を着用し、取扱い後は顔や手などを清浄な水で十分に洗浄する。 

       ：水と接触すると水を吸って膨潤し、滑り易くなるので注意する。 

：容器を転倒させ、落下させ、又は引きずる等の粗暴な取扱いをしない。 

：使用済みの空容器は一定の場所を定めて集積する。 

  【保管】 ：貯蔵場所を定めて、他の物資と隔離し開封後は密封して保管する。 

       ：水濡れを防止する措置を講じ、漏洩の有無を定期的に点検する。 

       ：湿気の多い場所や屋外を避け屋内に保管する。 

 

８．暴露防止措置及び保護措置 

  管理濃度 ：鉱物性粉塵  Ｅ＝３．０／（１．１９Ｑ＋１）（ｍｇ／ｍ３） 

               Ｅ：管理濃度  Ｑ：遊離ケイ酸含有量（％） 

許容濃度 ：日本産業衛生学会（２０１４年度版） ０．５ｍｇ／ｍ３（吸入性粉塵） 



                          ２．０ｍｇ／ｍ３（総粉塵） 

  設備対策 ：粉塵が作業場の空気を汚染しないように、局所集じん装置の設置や設備の密閉

化又は全体排気を適正に行うことが望ましい。 

：洗眼および身体洗浄設備を必要に応じて設置し、その位置を明瞭に表示する。 

  【保護具】 

呼吸器用の保護具   ：防塵マスク 

   手の保護具      ：保護手袋 

   目の保護具      ：側板付き普通眼鏡型又はゴーグル型保護具 

   皮膚及び身体の保護具 ：長袖作業衣、安全靴 

 

９．物理的及び化学的性質 

  外観・形状等    ：粒状 

  臭い        ：無臭 

  色         ：灰白色の粒中に一部白色、褐色、黒色の粒が混在する 

  真比重       ：２．６ 

  見掛比重      ：０．８～１．０ 

  溶解度       ：不溶性であるが懸濁する。（水を吸って膨潤する特性を有する） 

  引火点・発火点   ：不燃性である。（該当せず） 

  沸点・融点     ：沸点は該当せず、融点は１１００℃以上である。 

  揮発性       ：なし 

  ｐＨ        ：９．０～１１．０（２％水分散液） 

  その他       ：吸湿性あり 

 

１０．安定性・反応性 

  安定性・反応性   ：通常の取扱い上、安定で反応性はない。 

  危険有害反応可能性 ：陽イオン交換性を有する。 

  避けるべき条件   ：日光，熱，湿気 

 

１１．有害性情報 

  本ベントナイトには、結晶性シリカ（CAS No.14808-60-7）を５０±１５重量％程度含有し、 

長期間これらを粉塵として許容された濃度以上に曝露されることで呼吸器系に影響を及ぼ 

す危険性があります。 

急性毒性       

    経口      ：分類に適したデータが見つからず、データ不足のため分類できない。 

    経皮      ：データなし 

    吸入（粉じん） ：データなし 

             静脈内(ラット)ＬＤ５０：３５ｍｇ／ｋｇ(ＲＴＥＣＳ) 

  皮膚腐食性・刺激性 ：データなし 

  眼に対する重篤な損傷・眼刺激性 ：データなし 



呼吸器感作性または皮膚感作性 ：データなし 

  生殖細胞変異原生  ：区分外 

  発がん性            : 結晶性シリカをＩＡＲＣ（国際がん研究機関）により、「発がん性

のリスク分類，グループ１：人に対して発癌性である」と示されて

いる。産衛学会勧告は、１に分類しており、区分１Ａとした。 

  生殖毒性      ：データなし 

  特定標的臓器／全身 ：反復曝露に比べるとデータが大幅に少ないが、ヒトにおいて短期 

  毒性（単回曝露）   ばく露でも吸入濃度が高い場合は呼吸器系に影響を及ぼすとの記  

述がある。ＩＡＲＣはＰｒｉｏｒｉｔｙ１文書であるため、区分１

（呼吸器系）とした。呼吸器の障害 

特定標的臓器／全身 ：Ｐｒｉｏｒｉｔｙ１文書に、ヒトにおいて呼吸器系、腎臓に影響を 

毒性（反復ばく露）  及ぼすとの記述があり、区分１（呼吸器系、腎臓）とした。 

  吸引性呼吸器有害性 ：データなし 

   

１２．環境影響情報 

  分解性       ：分解しにくい物質である。 

  蓄積性       ：データなし 

  魚毒性       ：データなし 

 

１３．廃棄上の注意 

               ：少量の場合は、一般廃棄物として廃棄する。 

                ：多量の場合は、産業廃棄物処理業者に委託する。 

            :吸着している物質が有機物の場合は、焼却後埋め立て処分する。 

：空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去した後に処分する。 

 

１４．輸送上の注意 

  【国際規制】 

  海上規制情報    ：非危険物 

  航空規制情報    ：非危険物 

  【国内規制】 

  陸上規制情報    ：非該当 

  海上規制情報    ：非危険物 

  航空規制情報    ：非危険物 

安全対策      ：運搬に際しては容器に漏れのないことを確かめ、転倒、落下、破損

がないよう積込み、荷崩れの防止を確実に行う。 

            ：水濡れを避ける。 

 

１５．適用法令 

            : 労働安全衛生法 法第５７条の２、施行令第１８条の２別表第９ 



                     名称を通知すべき有害物 

法第２２条、粉じん障害防止規則別表第１ 

：じん肺法 第２条施行規則第２条別表粉じん作業 

：廃棄物処理法 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第２条 

 

 

１６．引用文献その他の情報 

       日本薬局方解説書 （財）日本公定書協会 廣川書店(2006) 

       粘土ハンドブック 技報堂出版(2009) 

       １５５０９の化学商品 化学工業日報社(2009) 

       鉱産物の知識と取引 （財）通商産業調査会(1979) 

       化学大辞典 共立出版（1993） 

       日本産業衛生学会 ２０１４年度勧告 

       ＩＡＲＣ６８(1997) 

        

【その他】 

  この安全データシートは、当社の製品を適正にご使用いただくために必要で注意しなければ 

ならない事項を簡素にまとめたもので、通常の取扱いを対象としたものです。 

 なお、記載内容は安全な取扱いを確保するための参考情報であって、いかなる保証するもの 

ではありません。 

特殊な取扱いをする場合には、その用途・用法に適した安全対策を実施した上、ご利用下さ 

い。 

本 SDS は、下記クニミネ工業株式会社の情報を元に作成しました。該当物質については、

下記にお問い合わせください。 

会  社  クニミネ工業株式会社 

住  所  東京都千代田区岩本町１－１０－５ 

担当部門  経営戦略部 品質保証室 

電話番号  ０３－３８６６－７２５１ 

ＦＡＸ番号 ０３－３８６６－２２５６ 

電子メール mniino@kunimine.co.jp 

緊急連絡先 ０２８７－６４－１９８１ 


